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平
成
31
年
度
町
政
運
営
方
針

　

３
月
５
日
か
ら
15
日
ま
で
の
11
日
間
、
平
成
31
年
第
１
回
八
千
代
町
議
会
定
例
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
議
で
、
谷
中
聰
町
長
が
平
成
31
年
度
の
町
政
運
営
方
針
（
ま

ち
づ
く
り
方
針
）
を
述
べ
ま
し
た
。

　　

町
長
選
に
お
き
ま
し
て
、「
い

つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ

く
り
」
を
理
念
に
３
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
沿

い
、
基
本
的
な
考
え
方
を
ご
説
明

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
一
つ
目
は
、「
働
き
た
い

ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。

　

本
町
は
、
農
業
生
産
分
野
で

は
、
白
菜
生
産
量
日
本
一
な
ど
、

確
固
た
る
地
位
を
確
立
し
て
お
り

ま
す
が
、
北
関
東
自
動
車
道
、
圏

央
道
の
茨
城
県
区
間
全
面
開
通
や

日
野
自
動
車
古
河
工
場
の
進
出
な

ど
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
飛
躍
の
機

会
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
首
都
圏
へ
の
生
鮮
食
料
品
供
給

基
地
と
し
て
の
優
位
性
を
確
立
す

る
た
め
、
最
新
技
術
の
導
入
や
新

規
就
農
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
農
業

の
拠
点
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
新
た
な
地
域
ブ
ラ
ン
ド
が

創
出
さ
れ
や
す
い
環
境
を
つ
く
る

た
め
、
生
産
か
ら
加
工
、
販
売
ま

で
の
６
次
産
業
の
起
業
発
掘
を
進

め
、「
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
や
ち
よ
」

を
全
国
へ
発
信
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
八
千
代
工
業
団
地
に
お

け
る
企
業
誘
致
に
関
し
ま
し
て

は
、
東
地
区
に
お
い
て
、
す
で
に

２
社
の
立
地
が
決
定
し
て
お
り
ま

す
が
、
西
地
区
へ
の
早
期
の
誘
致

実
現
に
向
け
、
自
ら
が
先
頭
に
立

ち
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
る
企

業
へ
の
訪
問
な
ど
、
積
極
的
な
Ｐ

Ｒ
活
動
を
行
い
、
魅
力
あ
る
優
良

企
業
を
誘
致
す
る
こ
と
に
よ
り
、

み
ん
な
が
「
こ
こ
で
働
く
」「
こ

こ
で
働
き
た
い
」
と
実
感
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

次
に
、
二
つ
目
は
、「
子
ど
も

を
育
て
た
い
ま
ち
づ
く
り
」で
す
。

　

人
口
減
少
は
、
こ
れ
ま
で
作
り

上
げ
て
き
た
発
展
基
盤
を
根
底
か

ら
覆
す
お
そ
れ
の
あ
る
根
の
深
い

問
題
で
、
長
期
的
な
対
応
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
私
は
、
八
千
代
町

で
生
ま
れ
育
っ
た
人
た
ち
が
結
婚

し
、
八
千
代
町
に
住
み
、
子
ど
も

を
産
み
育
て
、
り
っ
ぱ
な
後
継
者

と
し
て
、
次
の
世
代
に
バ
ト
ン
を

渡
す
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
安
心
し
て

子
育
て
の
で
き
る
豊
か
な
環
境
や

施
設
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
体
制
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
教
育
向
上
に
つ
い
て
も
「
気

力
・
学
力
・
体
力
ア
ッ
プ
教
育
」

を
推
進
し
、
健
や
か
で
た
く
ま
し

く
自
立
で
き
る
子
ど
も
の
育
成
に

努
め
、
誰
も
が
子
育
て
し
た
い
と

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、「
い
つ
ま
で
も
暮

ら
し
た
い
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。

　

豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
と

は
、
誰
も
が
健
康
で
生
き
生
き
と

暮
ら
し
、
特
に
高
齢
者
が
明
る
く

豊
か
な
、
し
か
も
安
全
な
暮
ら
し

が
実
感
で
き
、
全
員
が
健
康
で
長

生
き
で
き
る
ま
ち
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
、

町
内
医
療
機
関
と
連
携
し
た
高
齢

者
向
け
運
動
教
室
を
実
施
す
る
と

と
も
に
各
種
健
康
診
断
の
受
診
率

向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
み
ん
な
が
住
み
続
け
た

い
と
思
う
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
文
化
施
設
や
商
業
施
設

の
充
実
を
図
る
ほ
か
、
町
内
外
に

自
慢
で
き
る
観
光
拠
点
づ
く
り
に

も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

『
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
』
ま
ち
づ
く
り
始
動
‼

町 

政 

運 

営 

の 

基 

本

「
だ
れ
も
が
幸
せ
を
感
じ
、
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
く
な
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
が
、

私
に
与
え
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、
一
つ

ひ
と
つ
丁
寧
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、
議
員
の
皆
様
を
は
じ
め
町
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」
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町
の
様
々
な
事
務
事
業
は
、
平

成
28
年
に
策
定
さ
れ
た
八
千
代
町

第
５
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

（
２
０
２
０
年
度
ま
で
）
に
基
づ

き
執
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

総
合
計
画
に
定
め
る
５
つ
の
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
に
沿
っ
て
、
平

成
31
年
度
に
取
り
組
む
主
な
施
策

の
概
要
を
申
し
述
べ
ま
す
。

１　
誰
も
が
健
や
か
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち

　

誰
も
が
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
健
や
か
に
、
生

き
が
い
を
持
っ
て
、
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
を
目
指

し
ま
す
。

〇
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
拡
充

〇
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
子
育
て
支
援
環
境
の
整
備

〇
疾
病
の
早
期
予
防
や
早
期
発

見
、
感
染
予
防
等
の
対
策

〇
家
庭
や
関
係
機
関
、
地
域
が
一

体
と
な
っ
た
結
婚
・
子
育
て
支
援

〇
誰
も
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る

福
祉
体
制
づ
く
り

２　
緑
豊
か
で
︑
安
全
・
快
適
な

生
活
環
境
の
ま
ち

　

誇
れ
る
豊
か
な
自
然
環
境
と
共

生
し
、
安
全
・
快
適
に
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
ま

す
。

〇
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
繋
が

る
公
共
交
通
を
整
備

〇
基
幹
道
路
の
早
期
整
備

〇
防
犯
力
を
強
化
し
、
事
故
や
犯

罪
の
な
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

実
現

〇
災
害
時
に
即
応
で
き
る
体
制
づ

く
り

〇
合
理
的
か
つ
計
画
的
な
土
地
利

用
の
推
進

３　
町
に
愛
着
を
持
ち
︑
意
欲
あ

ふ
れ
る
人
を
育
む
ま
ち

　

町
や
地
域
を
学
び
、
誇
り
と
愛

着
を
持
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
意

欲
的
に
取
り
組
む
人
々
を
育
む
ま

ち
を
目
指
し
ま
す
。

〇
食
の
安
全
と
美
味
し
く
安
定
し

た
給
食
の
提
供
を
図
る
給
食
セ
ン

タ
ー
を
整
備

〇
安
全
・
安
心
で
快
適
な
教
育
環

境
を
整
備

〇
芸
術
・
文
化
に
触
れ
る
機
会
の

拡
充

〇
ス
ポ
ー
ツ
環
境
づ
く
り
の
推
進

４　
交
流
・
連
携
で
広
げ
る
︑
に

ぎ
わ
い
と
活
力
の
あ
る
ま
ち

　

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
軸

  
平
成
31
年
度

　
　

    

主
な
施
策
の
概
要  

に
、工
業
や
商
業
、観
光
な
ど
様
々

な
分
野
の
交
流
や
連
携
を
促
し
、

に
ぎ
わ
い
と
活
力
あ
る
ま
ち
を
目

指
し
ま
す
。

〇
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
を
総
合

的
に
推
進

〇
地
場
農
産
物
・
加
工
特
産
品
の

ブ
ラ
ン
ド
化

〇
将
来
に
向
け
た
創
造
性
の
あ
る

商
工
業
の
振
興

〇
町
内
企
業
の
環
境
整
備
や
雇
用

の
推
進

〇
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
観
光

振
興
を
促
進

５　
み
ん
な
で
築
く
︑
協
働
の
ま

ち
　

本
町
の
伝
統
と
特
色
の
あ
る
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
組
織
を
生
か

し
、
発
展
さ
せ
、
新
た
な
自
治
を

み
ん
な
で
築
い
て
い
く
協
働
の
ま

ち
を
目
指
し
ま
す
。

〇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
を

中
心
に
、
主
体
性
や
創
造
性
に
富

ん
だ
地
域
活
動
を
促
進

〇
一
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
る
平

等
で
明
る
い
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、
学
習
・
啓
発
活
動
を
推
進

〇
男
女
が
と
も
に
活
躍
し
、
責
任

を
担
う
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現

八千代町産白菜を使ったキムチ作り。憩遊館にて

「ネイチャーゲーム」八千代町子ども教室

健康運動指導士による「元気満点教室」
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　平成 31 年第１回議会定例会で、平成 31 年度の予算が可決さ
れました。今年度の予算の概要をお知らせします。
　一般会計の予算総額は、前年度より 3 億 1,300 万円（前年度比
４．１％増）増えて、78 億 9,200 万円となっています。
　　　　　　問い合わせ　財務課財政係（内線３１２０）

　

町
税
で
は
、
前
年
度
に
引
き
続

き
景
気
の
回
復
傾
向
に
よ
り
、
町

民
税
の
増
収
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、３
千
８
２
０
万
円
増
額
し
、

26
億
７
千
６
７
１
万
円
と
し
て
い

ま
す
。

　

繰
入
金
は
、
東
中
学
校
柔
剣
道

場
改
修
お
よ
び
給
食
セ
ン
タ
ー
施

設
更
新
等
の
事
業
の
財
源
不
足
の

対
応
と
し
て
、
財
政
調
整
基
金
や

義
務
教
育
施
設
整
備
基
金
な
ど
を

取
り
崩
し
１
千
３
６
０
万
円
増
額

の
５
億
５
千
２
６
１
万
円
と
な
っ

一
般
会
計
・
歳
入

教育費
14 億 7,969 万円
（18.7%）

総務費
11 億 4,964 万円
（14.6%）

土木費
5 億 9,909 万円
（7.6%）

公債費
5 億 7,871 万円
（7.3%）

衛生費
4 億 4,017 万円
（5.6%）

農林業費
５億 1,444 万円
（6.5%）

消防費
3 億 7,385 万円
（4.7%）

議会費
1 億 688 万円
（1.4%）

商工費
5,782 万円
（0.7%）

予備費等
2,000 万円
（0.3%）

　
民
生
費
で
は
、
子
育
て
世
代
に

向
け
た
出
産
子
育
て
奨
励
金
の
対

象
を
拡
充
す
る
ほ
か
、
医
療
費
の

助
成
や
保
育
料
の
負
担
軽
減
を
実

施
し
ま
す
。

　

教
育
費
で
は
、
東
中
学
校
柔
剣

道
場
改
修
事
業
や
前
年
度
か
ら
の

継
続
事
業
で
あ
る
給
食
セ
ン
タ
ー

施
設
更
新
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

施
設
の
計
画
的
な
更
新
に
よ
り
教

育
環
境
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

　

総
務
費
で
は
、
消
費
税
率
10
％

へ
の
引
き
上
げ
に
よ
り
低
所
得
者

　

一
般
会
計
・
歳
出

※�金額、割合は、原則として表示単位未満で四捨五入し、端数処理しています。
　合計額などの数値は、表示している数値から算出した値とは異なる場合があります。

平成 31 年度

予  算

て
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
国
に
お

い
て
１
・
１
％
の
増
額
が
計
画

さ
れ
る
な
か
、
税
収
の
伸
び

や
過
去
の
実
績
な
ど
を
考
慮

し
、
３
千
５
１
８
万
円
減
額
の

14
億
９
千
１
６
６
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

町
債
（
町
の
借
金
）
は
、
給
食

セ
ン
タ
ー
施
設
更
新
事
業
債
な
ど

に
伴
い
１
億
８
千
５
１
８
万
円
増

額
の
７
億
２
９
０
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

お
よ
び
子
育
て
世
代
の
消
費
に
与

え
る
影
響
を
緩
和
し
、
地
域
の
消

費
を
喚
起
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
や
、

こ
れ
か
ら
の
八
千
代
町
の
中
長
期

的
な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る

第
６
次
総
合
計
画
の
策
定
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

　

土
木
費
で
は
、
一
級
町
道
８
号

線
道
路
改
良
事
業
お
よ
び
15
号
線

橋
梁
詳
細
設
計
業
務
委
託
事
業
を

は
じ
め
、
町
道
の
舗
装
お
よ
び
補

修
、
排
水
等
の
道
路
整
備
を
行
い

ま
す
。

歳出
78 億

9,200 万円

町税
26 億 7,671 万円
（33.9%）

繰入金
5 億 5,261 万円
（7.0%）

諸収入
1 億 4,807 万円
（1.9%）

分担金・負担金
4,457 万円（0.6%）

その他　6,908 万円（0.9%）

地方交付税
14 億 9,166 万円
（18.9%）

国庫支出金
８億 4,807 万円
（10.7%）

町債
７億 290 万円
（9.0%）

県支出金
6 億 1,418 万円
（7.8%）

地方消費税交付金
3 億 6,876 万円
（4.7%）

地方譲与税
1 億 4,649 万円
（1.9%）

その他
7,590 万円
（0.8%）

自
主
財
源

46.2％

依
存
財
源

53.8％

歳入
78 億

9,200 万円

繰越金
１億 5,300 万円
（1.9%）

民生費
25 億 7,171 万円
（32.6%）
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か
ら
７
千
９
８
２
万
円
増
額

（
前
年
度
比
４
・
８
％
増
）
し
、

17
億
４
千
９
１
２
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ

い
て
は
、
前
年
度
か
ら
７
３
４
万

円
減
額
（
前
年
度
比
０
・２
％
減
）

し
て
い
る
も
の
の
、
高
齢
化
の
進

行
や
医
療
技
術
の
高
度
化
等
に
よ

る
医
療
費
の
増
加
に
よ
り
、
国
民

健
康
保
険
財
政
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
厳
し
い
財
政
事
情
を
考
慮
し
、

特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
や
生
活

習
慣
病
の
予
防
、
健
康
増
進
の
強

化
を
図
り
な
が
ら
、
医
療
費
の
適

正
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

特
別
会
計
全
体
で
は
、
前
年
度

か
ら
１
億
１
千
５
８
７
万
円
増

額
（
前
年
度
比
１
・８
％
増
）
し
、

64
億
９
千
２
８
６
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

主
な
要
因
と
し
て
下
水
道
事
業

特
別
会
計
に
お
け
る
公
共
下
水
道

管
渠
工
事
費
等
の
増
に
よ
り
前
年

度
か
ら
、
７
千
３
４
７
万
円
増
額

（
前
年
度
比
17
・
６
％
増
）
し
、

４
億
９
千
１
０
５
万
円
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
介
護
保
険
特
別
会
計

は
、
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付

費
等
の
増
に
よ
り
、
前
年
度

特
別
会
計
予
算

平成 31 年度予算注目事業

特別会計 予算額 対前年度比較

国 民 健 康�
保 険 事 業 30 億 3,455 万円 -734 万円

後 期 高 齢 者�
医 療 事 業 2億 1,091 万円 1,609 万円

介護保険事業 17 億 4,912 万円 7,982 万円

中央土地区画�
整 理 事 業 1億 4,581 万円 1,371 万円

農 業 集 落�
排 水 事 業 2億 9,337 万円 -6,034 万円

下 水 道 事 業 4億 9,105 万円 7,347 万円

水道事業
収益的 5億 1,449 万円 4,362 万円

資本的 5,356 万円 -4,316 万円

合　計 64 億 9,286 万円 1億 1,587 万円

〇八千代町総合計画策定事業　545 万円
第５次総合計画の終了（2020 年度）に伴い、中長期的なまち
づくりの指針となる第６次総合計画を 2020 年度までの２カ年
で策定します。
〇出産子育て奨励金事業　790 万円
第３子以上の児童１人につき 30 万円までの奨励金を支給しま
す。また今年度から、新たに第２子の児童 1 人につき 20 万円
までの奨励金を支給します。（出産後および３歳の誕生日後に
５万円ずつ、小学校入学後に 10 万円を支給）
〇医療福祉費支給助成事業（町単独分）　2,193 万円
県が行う医療福祉費支給の対象範囲を、町独自に拡充して実施
します。（拡充対象：未就学児の外来自己負担分および中学１
年生から高校３年生相当までの外来分）
〇道路整備事業　１億 5,306 万円
今年度も引き続き、一級町道８号線および 15 号線や筑西幹線
道路の整備を推進します。また、一級町道７号線および広域農
道の補修工事をはじめ、町道の維持補修、排水整備に努めます。
〇防犯カメラ設置事業　300 万円
地域の犯罪抑止力、防犯意識を向上させるとともに、事故およ
び犯罪が発生した場合の状況把握をするため、通学路等に防犯
カメラを設置します。
〇中学校付属建物改修事業　3,057 万円
東中学校柔剣道場の屋根等改修工事および八千代第一中学校体
育館の暗幕改修工事を実施します。
〇給食センター施設更新事業　６億 8,006 万円
昨年度に引き続き、給食センター本体建設工事および外構　　
工事を実施し、９月の供用開始を目指します。
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　受動喫煙対策の強化を図る健康増進法の改正を受けて、７月１日から役
場庁舎や中央公民館等の町立公共施設の建物内を完全禁煙に、敷地内につ
いては完全分煙を実施します。みなさまのご理解、ご協力をお願いいたし
ます。
※電子たばこも含みます。敷地内では車中でも喫煙できません。

庁
舎
等
公
共
施
設
の
建
物
内
が

　
　
　
　
　

完
全
禁
煙
に
な
り
ま
す

︻
屋
外
喫
煙
所
設
置
予
定
場
所
︼

　
○
役
場
庁
舎
北
側
駐
車
場
内

　
○
中
央
公
民
館
南
側
駐
車
場
内

　
○
図
書
館
北
側
駐
車
場
内

　
※
歴
史
民
俗
資
料
館
敷
地
内
に
は

　
　
設
置
な
し

問い合わせ　財務課契約管財係　（内線３１１０）

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

お
よ
び
任
意
加
入
被
保
険
者
の

２
０
１
９
年
４
月
か
ら
２
０
２
０

年
３
月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料

は
「
月
額
１
万
６
千
４
１
０
円
」

で
す
。

　

平
成
31
年
度
分
の
保
険
料
を
、

現
金
払
い
で
前
納
す
る
と
割
引
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
お
支
払
い
は
５

月
７
日
（
火
）
ま
で
に
お
願
い
し

ま
す
。

︻
１
年
度
分
︼

割
引
額　
３
千
５
０
０
円

保
険
料　
19
万
３
千
４
２
０
円

（
割
引
前
19
万
６
千
９
２
０
円
）

︻
６
カ
月
分
︼

割
引
額　
８
０
０
円

保
険
料　

９
万
７
千
６
６
０
円

（
割
引
前
９
万
８
千
４
６
０
円
）

　

国
民
年
金
保
険
料
に
加
え
て
付

加
保
険
料
（
月
額
４
０
０
円
）
を

納
付
す
る
と
、
将
来
の
老
齢
年
金

に
付
加
年
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

加
算
さ
れ
る
付
加
年
金
の
額
は
、

「
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付

月
」
で
計
算
さ
れ
、
２
年
以
上
受

け
取
る
と
、
支
払
っ
た
付
加
保
険

料
以
上
の
付
加
年
金
が
受
け
取
れ

る
た
め
大
変
お
得
で
す
。

※
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い

る
方
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態

で
、万
一
、障
が
い
や
死
亡
と
い
っ

た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、

障
が
い
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年

金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
経
済
的
な
理
由
等
で
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
に
は
、
保
険
料
免
除
制
度
や
納

付
猶
予
制
度
（
50
歳
未
満
）
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

  ︻
問
い
合
わ
せ
︼

  

下
館
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

  　
０
２
９
６
‐
25
‐
０
８
１
１

  

国
保
年
金
課
医
療
年
金
係

   （
内
線
１
３
３
０
）

■
４
月
分
か
ら
の
保
険
料

「
月
額
１
万
６
千
４
１
０
円
」

■
前
納
割
引
制
度
に
つ
い
て

■
「
付
加
年
金
」
に
つ
い
て

の
ご
案
内

■
保
険
料
の
免
除
等
申
請
に

つ
い
て

７月１日～

国内では、受動喫煙が原因となる病気（肺
がんや脳卒中、虚血性心疾患など）で、年
間１万５千人が亡くなっていると推計され
ています。

受動喫煙の怖さ・・・

TEL
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皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
町
長
に

就
任
し
て
、
早
２
カ
月
が
た
と

う
と
し
て
い
ま
す
。

「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」
私
を

こ
こ
ま
で
育
て
て
い
た
だ
い
た

八
千
代
町
の
た
め
に
仕
事
が
で

き
る
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
、
し
っ
か
り
と
職
責

を
果
た
し
て
い
く
所
存
で
す
。

私
の
町
政
運
営
に
対
す
る
思
い

を
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た

く
、
先
月
号
で
は
就
任
の
ご
あ

い
さ
つ
を
、
今
月
号
で
は
町
政

運
営
方
針
を
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
新
設
し

た
こ
の
コ
ー
ナ
ー
か
ら
は
、
職

務
だ
け
で
な
く
日
常
生
活
の
中

で
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
発
信
し

て
い
き
ま
す
。

　

さ
て
、
町
長
と
し
て
の
初
議

会
、
平
成
31
年
第
１
回
議
会
定

例
会
に
出
席
し
ま
し
た
。

　
議
会
で
は
、
平
成
31
年
度
予

算
案
な
ど
22
件
の
議
案
を
上

程
、
議
員
の
皆
様
に
慎
重
審
議

を
い
た
だ
き
ま
し
た
結
果
、
全

議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
議

員
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
ご

意
見
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

町
発
展
へ
の
歩
み
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

私
は
、
町
民
、
議
会
、、
町

行
政
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
み

「
オ
ー
ル
八
千
代
」
体
制
で
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

「
オ
ー
ル
八
千
代
」

で
ま
ち
づ
く
り

古こ

宇う

田だ

信し
ん

一い
ち

氏

が
副
町
長
に
就
任

　

平
成
31
年
第
１
回
議
会
定
例
会

に
お
い
て
議
会
の
同
意
を
得
て
、

古
宇
田
信
一
氏
が
、
平
成
31
年
４

月
１
日
付
で
、
副
町
長
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

古
宇
田
氏
は
、
昭
和
56
年
に
茨

城
県
庁
に
入
庁
、
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ

ス
推
進
室
長
、
農
業
政
策
課
長
、

農
林
水
産
部
技
監
（
農
産
物
販
売

推
進
東
京
本
部
長
）
な
ど
を
歴
任

さ
れ
、
今
回
副
町
長
に
就
任
さ
れ

ま
し
た
。

〇
就
任
あ
い
さ
つ

「
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、

町
発
展
の
た
め
に
精
一
杯
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
指
導
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
」

町 長 の 部 屋 　v o l . 1

古宇田信一氏

後期高齢者医療保険に加入している方へ

 人 間 ド ッ ク の 費 用 を 助 成 し ま す
【助成の対象となる方】

〇町内在住で人間ドック受診日時点において、後期高
　齢者医療保険に加入している方（申請時点で加入し
　ていなくても人間ドック受診日までに加入していれ
　ば対象になります）
〇後期高齢者医療保険料を完納している方
〇町と契約している健診機関で人間ドックを受ける方

【対象となる健診機関】
〇茨城西南医療センター病院総合健診センター
〇古河赤十字病院健診センター
〇筑波学園病院健診センター
〇筑波記念病院つくばトータルヘルスプラザ
〇筑波大学附属病院つくば予防医学研究センター
〇筑波メディカルセンターつくば総合健診センター
〇ホスピタル坂東健診センター
〇友愛記念病院総合健診センター
〇宇都宮セントラルクリニック
〇自治医科大学病院健診センター

【助成金額】
〇１人２０，０００円

【定員】
50 人（先着順）

【申請受付】
〇受付場所　国保年金課医療年金係
〇受付日時　４月 16 日（火）
　　　　　　午前８時 30 分～午後５時 15 分
〇持ち物　　後期高齢者医療被保険者証、印鑑

【注意事項】
〇電話での受け付けはできません。
〇申請をしないで人間ドックを受けた方は、助成を
　受けることができません。
〇人間ドックを受けた方は、町の健診を受けること
　ができません。

【問い合わせ】
国保年金課医療年金係（内線１３３０）
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町
で
は
、
地
域
全
体
で
見
守
り
の
輪
を

広
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
学
生
向
け
の
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
２
月
27
日
は
八
千
代
高
等
学
校

で
開
催
さ
れ
、
２
年
生
35
人
が
、
認
知
症

の
症
状
や
認
知
症
の
方
と
の
接
し
方
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。

　

受
講
し
た
生
徒
は
「
認
知
症
は
、
誰
も

が
発
症
す
る
可
能
性
の
あ
る
病
気
だ
と
学

び
ま
し
た
。
身
近
に
認
知
症
の
方
は
い
ま

せ
ん
が
、
今
後
、
認
知
症
の
方
と
接
す
る

機
会
が
あ
っ
た
と
き
は
、
余
裕
を
持
っ
て

優
し
く
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
は
、
八
千
代
高
等
学
校
の

ほ
か
中
結
城
小
学
校
、
川
西
小
学
校
で
も

開
催
さ
れ
、
計
１
１
０
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー

を
養
成
し
ま
し
た
。

　

２
月
19
日
、
茨
城
県
庁
で
平

成
30
年
度
県
民
健
康
づ
く
り
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
健
康
づ
く
り

推
進
事
業
功
労
者
と
し
て
、
野

爪
の
大
久
保
保
子
さ
ん
と
東
蕗

田
の
川
崎
し
な
さ
ん
に
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
表
彰
は
、
２
人
が
長

年
に
わ
た
り
食
生
活
改
善
推
進

員
と
し
て
、
地
域
住
民
の
健
康

づ
く
り
推
進
に
努
め
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

本
場
結
城
紬
の
発
展
に
尽
力

　

本
場
結
城
紬
の
職
人
で
あ
る

大
渡
戸
の
小
島
智
恵
子
さ
ん
と

久
下
田
の
安
江
キ
ヨ
子
さ
ん

が
、
茨
城
県
伝
統
工
芸
士
に
認

定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
２
月

27
日
に
谷
中
聰
町
長
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。

　

２
人
は
、
長
年
結
城
紬
の
制

作
に
従
事
し
、
技
術
向
上
に
励

み
な
が
ら
、
新
商
品
開
発
や
普

及
促
進
活
動
に
も
積
極
的
に
取

組
む
な
ど
、
そ
の
発
展
に
貢
献

し
て
き
ま
し
た
。

茨
城
県
伝
統
工
芸
士
に
認
定

　

２
月
28
日
、
町
交
通
安
全
母

の
会
（
髙
橋
裕
美
会
長
）
が
、

町
内
小
中
学
校
を
訪
れ
、
児
童

生
徒
の
登
下
校
の
安
全
に
役
立

て
て
も
ら
お
う
と
反
射
タ
ス
キ

と
リ
フ
レ
ク
タ
ー
（
反
射
板
）

を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
グ
ッ
ズ
を
受
け

取
っ
た
八
千
代
第
一
中
学
校
の

栃
木
孝
行
校
長
は
「
子
ど
も
た

ち
が
安
全
に
登
下
校
で
き
る
よ

う
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

地
域
住
民
の
健
康
づ
く
り
を
推
進

健
康
づ
く
り
推
進
事
業
功
労
者
表
彰

支
え
合
い
の
心
を
育
む

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催

交通安全グッズを贈呈する髙橋会長（左）

児
童
生
徒
の
登
下
校
を
守
る

交
通
安
全
母
の
会
が
交
通
安
全
グ
ッ
ズ
を
寄
贈

　

２
月
27
日
、
常
総
ひ
か
り
農

業
協
同
組
合
（
塚
本
治
男
組
合

長
）
か
ら
、
通
学
帽
子
の
寄
贈

が
あ
り
ま
し
た
。
寄
贈
さ
れ
た

通
学
帽
子
は
、
今
年
度
、
小

学
校
に
入
学
す
る
新
１
年
生

１
４
７
人
に
配
ら
れ
ま
す
。

　

谷
中
聰
町
長
は
「
子
ど
も
た

ち
の
安
全
確
保
は
保
護
者
の
安

心
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
う
し

た
支
え
は
と
て
も
心
強
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

谷中町長に目録を手渡す農協関係者のみなさん

子
ど
も
た
ち
の
安
全
が
保
護
者
の
安
心
に

Ｊ
Ａ
常
総
ひ
か
り
が
通
学
帽
子
を
寄
贈

八千代高校で開催された講座の様子

表彰された川崎さん（左）と大久保さん

認定された安江さん（左）と小島さん

ま ち の 話 題
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消
防
功
労
者
消
防
庁
長
官
表
彰
で

永
年
勤
続
功
労
章
を
受
章

　

町
消
防
団
の
小
菅
康
司
団
長
が
、
平
成
30

年
度
消
防
功
労
者
消
防
庁
長
官
表
彰
式
で
永

年
勤
続
功
労
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
永
年
に
わ
た
り
勤
務
成
績

が
優
秀
で
他
の
模
範
で
あ
る
こ
と
や
、
消
防

思
想
の
普
及
、
防
火
活
動
な
ど
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
た
消
防
吏
員
や
消
防
団
員
に
贈
ら

れ
る
も
の
で
す
。

　
３
月
８
日
、
谷
中
聰
町
長
に
受
章
の
報
告

を
し
た
小
菅
さ
ん
は
「
今
後
も
町
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る
と
い
う
崇
高
な
消
防
精
神
の

も
と
、消
防
活
動
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

谷中町長に受章の報告をした小菅団長

　

茨
城
県
町
村
会
等
主
催
に
よ
る
町
村
自
治

功
労
者
表
彰
式
で
、
民
生
委
員
児
童
委
員
を

務
め
る
神
山
の
須
澤
哲
郎
さ
ん
と
高
野
の
青

木
忠
次
さ
ん
が
民
間
自
治
功
労
者
と
し
て
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
受
賞
は
、
高
齢
者

や
障
が
い
者
を
含
め
た
相
談
援
助
活
動
を
献

身
的
に
努
め
る
な
ど
、
永
年
に
わ
た
り
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　

３
月
６
日
、
谷
中
聰
町
長
に
受
賞
の
報
告

を
し
た
２
人
は
「
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
今
後
も
努
め

て
ま
い
り
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

表彰された須澤さん（中央）と青木さん

「
地
域
福
祉
の
向
上
に
貢
献
」

　
民
間
自
治
功
労
者
表
彰
を
受
賞

町
の
将
来
を
み
ん
な
で
考
え
る

　

２
月
20
日
に
役
場
で
、
八
千
代
町
の
未
来
を
考
え
活
性
化
策
を
提
案
す
る
「
八
千
代
町

の
未
来
を
創
る
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
」の
最
終
審
査
お
よ
び
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
町
商
工
会
と
筑
波
学
院
大
学
が
地
域
活
性
化
を
目
的
に
結
ん
だ

連
携
協
定
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
企
画
で
、
町
内
外
か
ら
69
件
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
終
審
査
に
残
っ
た
10
件
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に
下
結
城
小

学
校
の
中
茎
星せ

い
か夏
さ
ん
が
提
案
し
た
「
観
光
型
の
施
設
を
使
い
町
の
特
産
物
を
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
町
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ
憩
遊
館
の
有
効
利
用
に

つ
い
て
で
す
。
町
の
特
産
品
で
あ
る
メ
ロ
ン
や
白
菜
な
ど
を
使
っ
た
八
千
代
町
な
ら
で
は

の
メ
ニ
ュ
ー
を
レ
ス
ト
ラ
ン
で
提
供
す
る
こ
と
や
、
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催

し
、
若
者
に
も
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
施
設
に
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

中
茎
さ
ん
は
「
賞
を
も
ら
え
て
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
も
っ

と
町
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　

審
査
員
を
務
め
た
町
商
工
会
理
事
（
地
域
活
性
化
推
進
委
員
会
委
員
長
）
の
高
塚
幹
夫

さ
ん
は
、「
素
晴
ら
し
い
ア
イ
デ
ア
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
参
考
に

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
き
た
い
」
と
講
評
し
ま
し
た
。

最終審査出場者と審査員のみなさん

　
　
　
「
八
千
代
町
の
未
来
を
創
る
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
８
」

町公式フェイスブックでは、取材の様子や紙面掲載
以外の写真もご紹介しています。ぜひご覧ください。
みなさんの「いいね」お待ちしています。Yachiyo  Town  Topics

最終審査でプレゼンテーションをする中茎さん



弟の悠
ゆう

馬
ま

くんと３人で
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※みんなの広場では、みなさんからの投稿をお待ちしています。
詳しくは、秘書課広報・シティプロモーション係まで
TEL 0296-48-1111（内線 3510）

み ん な の 広 場

八
や

 城
しろ

遥
はる

 斗
と

さん（安静小４年）

　

ぼ
く
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
と
て
も
元
気
で
明
る

い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
農
家

の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
朝
早
く
か
ら
夜
お
そ
く
ま

で
毎
日
畑
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
つ
か
れ
て
い
る

は
ず
な
の
に
、
い
つ
も
ぼ
く
や
弟
の
ゆ
う
ま
の
体
調

を
気
に
し
て
く
れ
る
、
と
て
も
や
さ
し
い
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
で
す
。
ぼ
く
の
お
母
さ
ん
が
仕
事
で
帰
り
が

お
そ
く
な
る
と
き
は
、
お
い
し
い
ご
は
ん
を
つ
く
っ

て
く
れ
ま
す
。
学
校
が
休
み
の
日
は
、
い
っ
し
ょ
に

公
園
に
行
っ
た
り
、
え
い
が
に
つ
れ
て
行
っ
て
く
れ

た
り
も
し
ま
す
。
い
そ
が
し
く
て
も
、
い
っ
し
ょ
に

遊
ん
で
く
れ
る
元
気
で
明
る
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
ぼ

く
は
大
好
き
で
す
。

　 我 が 家 の 癒 し
の存在の虹斗君。
ほっぺぷっくらも
ちもちぽよよん天
使君。すくすく成
長してください。

父　綾さん
母　知美さん

大
好
き
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

小
お

野
の

里
さと

　虹
なな

斗
と

ちゃん
 平成 30 年８月２日生まれ
 　　　　　　　　　（菅谷西）

秀
ひで

 子
こ

さん大  好  き  な 人

笑顔がいいね !♥

　 い つ も 楽 し く
踊っているあいる
ちゃん。今日は白
菜 畑 の 前 で ポ ー
ズ！お野菜もいっ
ぱい食べて大きく
なってね。

父　薫さん
母　由起子さん

磯
いそ

山
やま

　愛
あい

瑠
る

ちゃん
 平成 28 年６月 11 日生まれ
 　　　　　　　　　（磯）

染
そめ

 野
の



　　　　　　　　　　　　（敬称略）
■第 13 回桜川市ウィンターカップ
ミニバスケットボール新人大会

〔と　き〕２月２日（土）、３日（日）
〔ところ〕桜川市岩瀬体育館　他
〔主　催〕桜川市スポーツ少年団
〔主な結果〕
男子の部
準優勝　八千代ミニバスケットボー
　　　　ルスポーツ少年団

■平成 30 年度ＫＯＢＵＳＨＩ ‐
ＣＵＰ

〔と　き〕２月 10 日（日）
〔ところ〕みどりのスポーツひろば
〔主　催〕ＫＯＢＵＳＨＩ　ＦＣ
〔主な結果〕
優　勝　八千代町ＳＳ（Ｕ -10 の部）

スポーツ大会の結果 ■第 13 回茨城県スポーツ少年団バ
ドミントン大会

〔と　き〕２月 10 日（日）
〔ところ〕笠松運動公園体育館
〔主　催〕茨城県バドミントン少年
団連盟

〔主な結果〕
５年生女子シングルス
優　勝　生井穂乃果
第３位　草間結
６年生女子シングルス
優　勝　古澤菜月　

■第７回茨城県小学生ＧＯＳＥＮダ
ブルス大会

〔と　き〕２月 16 日（土）
〔ところ〕霞ヶ浦文化体育会館
〔主　催〕茨城県小学生バドミント
ン連盟

〔主な結果〕
３年生以下男子ダブルス
準優勝　猪瀬嵩人・飯田大翔
３年生以下女子ダブルス
準優勝　古澤彩乃・木瀬颯希
５年生男子ダブルス
第３位　高橋慶太・高野祥大
５年生女子ダブルス
優　勝　生井穂乃果・草間結

八千代町ＳＳ  Ｕ -10 のみなさん 優勝した生井・草間ペア

優勝した生井さん ( 左 ) と古澤さん
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スポーツコーナー

開催日：９月 15 日（日）
会　場：町総合体育館、八千代高校体育館

広告

広告

広告
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№ 655

　

町
で
は
、
浄
化
槽
補
助
金
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。
補
助
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

対
象
者　
一
般
住
宅
に
10
人
槽
以

下
の
浄
化
槽
を
設
置
す
る
方
（
単

独
浄
化
槽
を
合
併
浄
化
槽
に
付
け

替
え
る
方
含
む
）、
町
税
等
の
未

納
が
な
い
方

※
対
象
地
域
や
補
助
基
数
な
ど
制

限
が
あ
り
ま
す
。

受
付
開
始
日　
４
月
２
日
（
火
）

受
付
場
所　
役
場
２
階
会
議
室
２

（
４
月
２
日
（
火
）
午
前
９
時
～

11
時
、
午
前
11
時
以
降
は
上
下
水

道
課
）
※
先
着
順

※
申
し
込
み
は
、
工
事
着
工
前
に

本
人
ま
た
は
そ
の
家
族
が
行
っ
て

く
だ
さ
い
。（
委
任
状
に
よ
る
代

理
人
可
）

　

上
下
水
道
課
下
水
道
係

　
０
２
９
６
‐
48
‐
２
２
３
８

　

新
元
号
対
応
に
伴
う
業
務
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
住
民
票
や
所

得
証
明
書
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
を
一
時
停
止
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

停
止
日　
４
月
23
日
（
火
）

　

戸
籍
住
民
課
住
民
係

　
（
内
線
１
１
２
０
）

　

町
で
は
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
を
設
置
さ
れ
る
方
に
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。（
お

お
む
ね
20
件
）

対
象
機
器　
太
陽
電
池
の
最
大
出

力
の
合
計
が
10 

kw
未
満
で
未
使
用

の
物

補
助
要
件　
次
の
要
件
に
す
べ
て

該
当
す
る
方
○
町
内
居
住
ま
た
は

２
０
２
０
年
３
月
31
日
（
火
）
ま

で
に
居
住
予
定
が
あ
る
方
○
対
象

機
器
が
未
設
置
（
工
事
未
着
工
）

で
２
０
２
０
年
２
月
29
日
（
土
）

ま
で
に
機
器
の
設
置
が
完
了
で
き

る
方
○
町
税
等
に
未
納
が
な
い
方

補
助
金
額　

１
kw
当
り
２
万
円

（
上
限
７
万
円
）

受
付
期
間　
４
月
23
日
（
火
）
～

予
算
額
に
達
し
た
日

　

環
境
対
策
課
環
境
対
策
係

　
（
内
線
２
４
２
０
）

お

知

ら

せ

浄
化
槽
補
助
金
制
度
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

問

　

環
境
の
変
化
な
ど
で
、
こ
こ
ろ

が
不
調
に
な
る
方
が
多
く
な
る
時

期
で
す
。
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
悩
み

の
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
26
日
（
金
）
午
後
１

時
30
分
～
４
時

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
料　

無
料

申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
電
話
で

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
（
完
全
予

約
制
で
す
）

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

０
２
９
６
‐
48
‐
１
９
５
５

TEL 問

問

TEL 問

「クリーンポート・きぬ」大型連休のごみ
受け入れについて

日 月 火 水 木 金 土

　 4/27
○

4/28
休

4/29
休

4/30
〇

5/1
休

5/2
〇

5/3
休

5/4
休

5/5
休

5/6
休

※ 4/27（土）は、「不燃ごみ」と「粗大ごみ」
　のみの搬入となります。（午後４時まで）

○必ず分別してから搬入してください。
○ごみ搬入時の車両は２ｔまでとし、必ずシート等
　をかけてください。
〇受付窓口の混雑が予想されますので、家電リサイ
　クル４品目（エアコン、テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、
　洗濯機・衣類乾燥機）の搬入は、４月 26 日（金）
　までに搬入願います。
問い合わせ     
クリーンポート・きぬ   ℡ 0296-43-8822

ごみを直接搬入できる日は、〇印の日です。

大型連休に伴う休館のお知らせ

※テニスコート利用について
　4/29（月）・5/4（土）～ 5/6（月）は、4/28（日） 
　午後 5 時までに申請した方のみ利用可能です。

住
宅
用
太
陽
光
補
助
金
シ

ス
テ
ム
設
置
補
助
金

大型連休期間中のごみ収集について

大型連休前後のくみ取りはお早めに！

４月 27 日（土）から５月６日（月）の期間中、５月
４日（土）の不燃ごみ収集が休業になります。
その他の収集日は、通常どおり収集します。
問い合わせ　環境対策課生活環境係（内線２４１０）

大型連休前後は、依頼が集中し応じきれない場合が
あります。お早めに許可業者に依頼してください。
問い合わせ　城山公苑　℡ 0297-43-7221

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

の
一
時
停
止
に
つ
い
て

施　設　名 4/28
（日）

4/29
（月）

4/30
（火）

5/1
（水）

5/2
（木）

総 合 体 育 館 〇 休 休 〇 休
体 育 セ ン タ ー 〇 休 休 〇 休
テ ニ ス コ ー ト 〇 ※ 休 〇 休
中 央 公 民 館 〇 休 休 〇 休
歴史民俗資料館 〇 休 休 〇 休

施　設　名 5/3
（金）

5/4
（土）

5/5
（日）

5/6
（月）

5/7
（火）

総 合 体 育 館 〇 休 休 休 休
体 育 セ ン タ ー 〇 休 休 休 休
テ ニ ス コ ー ト 〇 ※ ※ ※ 休
中 央 公 民 館 〇 休 休 休 休
歴史民俗資料館 〇 休 休 休 休

問い合わせ　　総合体育館　℡ 0296-48-2469
　　　　　　　中央公民館　℡ 0296-48-1515
　　　　　　　歴史民俗資料館　℡ 0296-48-0525

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

※
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お
け
る
実
技
指
導

活
動
場
所　

八
千
代
町
、古
河
市
、

五
霞
町
、
下
妻
市
、
坂
東
市
、
境

町
、
常
総
市
（
旧
石
下
町
）

募
集
人
員　

10
人

募
集
期
限　

６
月
７
日
（
金
）

※
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
交
通

費
と
し
て
１
日
１
０
０
０
円
を
支

給
し
ま
す
。

　

茨
城
西
南
地
方
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
消
防
本
部
警
防
課

　

０
２
８
０
‐
47
‐
０
１
２
６

　

介
護
支
援
専
門
員
の
更
新
研
修

●人口 22,222 人 (1,227) ●男 11,693 人 (1,033) ●女 10,529 人 (194)
●世帯数 7,649 世帯 (1,041)　　（　）内は外国人で内数

【人口と世帯数】
 ３月１日現在

Information

介
護
支
援
専
門
員
更
新
研
修

お
よ
び
再
研
修
の
ご
案
内

　　

茨
城
県
で
は
、
生
活
に
困
っ
て

い
る
、
仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い
等

の
お
困
り
ご
と
に
対
し
て
、
県
の

相
談
支
援
員
が
相
談
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
。

日
時　
毎
月
第
３
火
曜
日
、
午
前

10
時
～
午
後
３
時
（
正
午
～
午
後

１
時
を
除
く
）

場
所　
役
場
会
議
室

相
談
料　
無
料

申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
役
場

福
祉
課
社
会
福
祉
係
（
内
線

１
４
１
０
）
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

県
西
県
民
セ
ン
タ
ー
地
域
福
祉
室

　
０
２
８
０
‐
87
‐
０
２
２
４

日
時　

５
月
21
日
（
火
）
指
定
時

間
ス
タ
ー
ト

場
所　

筑
波
学
園
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

（
桜
川
市
西
飯
岡
１
３
１
２
）

募
集
定
員　

１
６
０
人

参
加
費　

３
０
０
０
円

プ
レ
ー
費　

６
６
０
０
円
（
利
用

税
、
昼
食
、
パ
ー
テ
ィ
ー
代
含
む
）

申
込
受
付　

総
合
体
育
館
、
ナ
イ

ン
ズ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

申
込
方
法　

申
込
書
に
参
加
費
を

添
え
て
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

４
月
14
日
（
日
）
～

５
月
８
日
（
水
）

※
申
込
書
は
、
各
受
付
場
所
で
用

意
し
て
い
ま
す
。

　

総
合
体
育
館

　

０
２
９
６
‐
48
‐
２
４
６
９

期
間　

５
月
７
日
（
火
）
～
３
月

10
日
（
火
）
全
32
回
、
火
曜
日
の

午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

場
所　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

講
師　

茨
城
県
聴
覚
障
害
者
協
会

「
や
す
ら
ぎ
」
手
話
通
訳
士

募
集
人
員　

５
人
※
先
着
順

受
講
料　

無
料

申
込
方
法　

社
会
福
祉
協
議
会
窓

口
か
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

申
込
期
限　

４
月
19
日
（
金
）

　

社
会
福
祉
協
議
会

　

０
２
９
６
‐
49
‐
３
９
４
９

応
募
資
格　

年
齢
20
歳
以
上
65
歳

未
満
の
健
康
な
方
で
応
急
手
当
普

及
員
の
資
格
を
有
し
、
週
１
回
以

上
活
動
で
き
る
方
（
資
格
の
な
い

方
は
消
防
本
部
主
催
の
３
日
間
の

普
及
員
講
習
を
受
講
し
資
格
を
取

得
）

講
習
日
時　

６
月
22
日
（
土
）、

23
日
（
日
）、
29
日
（
土
）
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

活
動
内
容　

普
通
救
命
講
習
会
に

（
実
務
未
経
験
者
用
）
お
よ
び
再

研
修
（
専
門
員
証
の
有
効
期
間
満

了
者
等
用
）
を
実
施
し
ま
す
。

日
程
お
よ
び
会
場　
【
１
班
】
５

～
７
月
・
水
戸
会
場
【
２
班
】
７

～
10
月
・
土
浦
会
場
【
３
班
】
11

～
12
月
・
水
戸
会
場
、
11
日
間

募
集
定
員　
各
班
先
着
85
人

受
講
料　
４
万
３
４
６
０
円（
税
、

テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

募
集
期
限　
10
月
31
日
（
木
）
※

各
班
と
も
先
着
順

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
（
公
財
）
介
護
労
働
安
定
セ
ン

タ
ー
茨
城
支
部

　
０
２
９
‐
２
２
７
‐
１
２
１
５

TEL 問

TEL 問

TEL 問

応
急
手
当
普
及
員
を
募
集

し
ま
す

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
手
話
講
座

受
講
生
募
集

第
39
回
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

TEL 問

募

集

茨城県おかえりマークの利用登録
　茨城県では「おかえりマーク」を作成しています。
　このマークを衣服や靴などの身の回りの物に付けて
おくと、認知症の症状などで外出先から自宅に帰れず、
警察などに保護された場合に、家族へ迅速に連絡する
ことができます。マークを利用するには事前の登録が
必要です。希望される方は窓口にお越しください。
対  象  者　認知症等により徘徊行動が見られる方
　　　　　徘徊のおそれのある方
申  請  者　本人、家族、介護者
登録事項　住所、氏名、性別、生年月日、電話番号、
　　　　　緊急連絡先（２人分）
費　　用　無料
配  布  物　登録番号の入った２種類のおかえりマーク
　　　　　（防水反射素材 10 枚、アイロンシール 10 枚）

問い合わせ　長寿支援課高齢福祉係（内線１２１０）

八千代町

００１
八千代町　００１

防水反射素材
15mm× 40mm 30mm× 80mm

アイロンシール

オレンジカフェやちよ
 認知症の相談もできます。
 ○４月 17 日（水） 「好評のため、めがねケース作り」
 ○５月４日（土）図書館休館のため開催なし
 時　間：午後１時～３時
 場　所：図書館会議室
 参加費：100 円
　    地域包括支援センター
　    （内線１２２０）

　

  　 

４月の納税等
     納期内納付にご協力をお願
   いします。

　固定資産税（第１期）
　介護保険料（第１期）
   　納期は５月７日（火）です

　 税務課（内線１５３０）
　 長寿支援課（内線１２４０）
問

問

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事

業
の
巡
回
相
談
に
つ
い
て

問TEL
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３月 13 日、八千代第一中学校と東

中学校で卒業式が行われました。

平成 30 年度卒業生は 217 人。卒業

証書を手にした生徒たちは、別れ

を惜しみつつ、お世話になった方々

へ感謝の思いを伝えていました。




